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の 食 物 摂 取 と 嗜 好 に つ い て

充

食　物　49

S   DA     (Seventhday　Adventist　 ） 方 式 の 菜 食 を 行 っ て い る 広 島

栄 養 面 と 健 康 面 に つ い て 検 討し 、 消 化 器 系 の 自 覚 症 状 の 項 目 得 点

っ た こ と を 報 告し た＊。 今 回 は 、 各 食 品 群 の 摂 取 状 態 を 比 較 す る と

嗜 好 につ い て も 検 討を 加え た ので 報 告 す る ○`

象 は.     14～16 歳 の 三 育 学 院 全 寮 制 生 徒(  菜 食 群 ） 男 子6  9名 、 女 子50 名 。

（ 一 般 群 ） 男 子5  7名 、 女 子50 名 。 調 査 内 容 は 、 週 日 連 続 ３ 日 間 の 食 物 摂

し､。 あ わ せ て　He don 1 c scale で 、 食 物嗜 好 調 査 も 行っ た。

食 群 と 一 般 群 の 食 物 摂 取 状 況 調 査 よ り, 食 品 群 別 摂 取 量 を 比 較 す る と 、 男

品 群 で 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 菜 食 群 で 摂 取 量 が 高 い 値 を 示 し た も の は 、 殼 類 、

実 類 、 豆 類 、 乳 類 、 野 菜 類 、 果 実 類 、 き の こ 類 、 海 草 類 であ っ た 。 一 方 、 一 般

を 示し た も の は、 卵類 、 肉 類 、 魚 介 類で あ っ た。

品 群（ 香川 綾 氏 に よ る ） の 栄 養 価 荷 重 平 均 の 算 定 基 礎 と な る 食 品 を 中 心 に 嗜 好

た 結 果- 両 群 の嗜 好 度 平 均 値 に 有 意 差 が認 め ら れ た食 品 は 多 く 、菜 食群 は 豆 類、

類 。 海 草 類 の 食 品 が 、 一 般 群 は魚 介 類 、 肉 類 、 嗜 好 飲 料 の 食 品 が 、 そ れ ぞ れ他

て 高 い 値で あ っ た。 食 品 群 別の 摂 取 量 と各 群 の 食品 嗜 好 度 は 相 関を 示し た

垣 本 充 ， 渡 部 由美 ： 生 活 衛生,34,212-219 ，1990

c 42　　 中学生・高校生男子の食生活に関する意識について

大阪市立大生活科　　ｏ尾関百合子　武副礼子　平井和子

武庫川女大家政　　　　 宮川久遁子

目的　「健康づくりのための食生活指針」が厚生省より出され、食生活改善の目安が示

さ れている。我々は前回男子大学生の食生活に関する意識について検討を行ったところ、

食生活への認識が女子大学生よりも低いことが示唆された。そこで今回、更に男子若年層

の食生活への認識の実態を知る為に、中学生・高校生について食生活に関する意識調査を

行い比較検討を試みたので報告する。

方法　調査対象者は、大阪周辺の中学生315名、高校生398 名、大学生297名についてア

ンケート調査を行った。

結果　健康を保つのに適した食生活を「している」「大体している」と答えた割合は、

中学生22％、高校生24 ％、大学生15％で、「していない」は中学生10％、高校生15 ％、大

学生34％で、高年齢程「していない」が増加し、中学生、高校生、大学生間に有意な差が

みられた（p <  0.01）。また、健康に適さない食生活の理由として、中学生、大学生では

r食事が不規則であるＪ が、高校生では「偏食」が一番多く、３ 群問に有意な差がみられ

た（p  < 0.01 ）。望ましい１日の摂取食品量を「知っている」「大体知っている」と答え

た割合は、中学生、高校生各々5 ％、大学生1% と少なく、「知らない」と答えた割合は

中学生45％、高校生40 ％、大学生26 ％で、摂取量への知識が低年齢で低いことが示唆され

た（p   <  0.01）。食品群別摂取量への意識では、健康にI適した食生活を「している」場合

には摂取が「普通量」が多く、必要量を「知らない」場合に摂取量も「わからない」が多

く、必要量への知識と摂取量への意識とに関連性がみられた。


